
松坂かすみ，川村美由紀，中山 和子，古屋 美知，高松 和永

女女子子学学生生ににおおけけるる欠欠食食ととそそのの関関連連因因子子、、栄栄養養摂摂取取量量のの関関連連ににつついいてて女子学生における欠食とその関連因子、栄養摂取量の関連について

高 知 学 園 短 期 大 学 紀 要 第 号 別刷 （平成 年 月）

（ ）



．はじめに

食生活は、健康で幸福な生活を過ごすために必

要な日々の営みである。食生活には、社会環境の

影響を受けやすい食習慣の要素と健康な生活を維

持するために必要な栄養素を過不足なく摂取する

ための食事内容の要素がある。現在、食習慣の中

で大きな問題となっているのは、三度の食事がき

ちんと摂れていない欠食である。欠食は単に栄養

成分の充足率を低下させるだけでなく ）、自覚的

ストレスやうつ症状 ）、疲労感や息切れなどの不

定愁訴 ） ）、高血圧や高コレステロール血症な

どの循環器疾患の危険因子 ）など様々な健康障害

との関連が指摘されている。

また、欠食の頻度について、平成 年国民・健

康栄養調査 ）では、 歳代の女性において、昭和

年 ％、平成 年 ％、平成 年 ％と

年々増加しており、今後の食習慣改善における大

きな問題点となっている。

本研究では将来いのちを育む立場にあり、一般

社会において食習慣・食事内容の改善を職業とす

る栄養士をめざす本学生活科学学科の女子学生を

対象にアンケート調査を行い、欠食の頻度、それ

に関連する生活因子、食事の摂取状況を明らかに

し、これらの関連についても検討したので報告す

る。

．対象と方法

）対象

対象は、本学生活科学学科 年度在学生の自

宅通学女子学生 名（平均年齢 歳、
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平均身長 、平均体重

、体格指数（ ） ）であ

る。

）倫理的配慮

高知学園短期大学研究倫理審査会へ申請し、承

認された。研究対象者に研究の目的と方法、研究

協力の自由、プライバシー保護、研究成果を公表

することについて口頭と書面にて説明し同意を得

た。

）方法

アンケート記入法で実施し、食事調査と生活状

況、身体状況に関することを調査した。食事調査

に関しては 日に摂取した食事を記入してもら

い、各自で栄養価計算を行ったものを再度計算し、

使用した。生活状況に関しては食事時間、欠食状

況、食嗜好、食生活に関する意識、起床・就寝時

間、アルバイトの有無について、身体状況に関し

ては身長、体重について調査した。

結果は平均値 標準偏差で示し、統計学的処理

は、一元配置分散分析、 検定により行った。

有意差は、両側検定で有意水準を危険率 ％以下

とし、有意差がある場合は、 とした。

．結果

）欠食状況について

調査者全体（ ）のうち ほぼ毎日 回は

欠食する と回答した者は 人（ ％）、 週

回欠食する と回答した者は 人（ ％）、週

回欠食する と回答した者が 人（ ％）、

ほとんど欠食しない と回答した者が 人

（ ％）であった。平成 年国民健康・栄養調査

に準じ 週 回以上欠食する を 欠食群 、

ほとんど欠食しない を 非欠食群 とした。

欠食群のうち欠食する食事は朝食 人（ ％）、

昼食 人（ ％）、夕食 人（ ％）、決まってい

ない 人（ ％）であった。

）欠食群と非欠食群の生活規則意識と生活状況

の比較

表 に欠食群と非欠食群の生活規則意識と生活

状況について示した。両群間に、体重変化、起床・

就寝時間の規則性、就寝・起床する時間帯、アル

バイトの有無、睡眠状況において欠食の頻度に有

意差はみられなかった。

）欠食群と非欠食群の摂取エネルギー量の比較

摂取エネルギー量は欠食群が 人

（ ）、非欠食群 人

（ ）と両群間に統計学的

な有意差はみられなかったが、両群ともに幅広く

分布していた（図 ）。そこで平成 年国民健康・

栄養調査 歳代女性平均値 の ％に相

当する によって両群をさらに 群に分

けた。つまり、 群は欠食ありのエネルギー不足

群（ ）、 群は欠食ありのエネ

ルギー充足群（ ）、 群は欠食

なしのエネルギー不足群（ ）、

群は欠食なしのエネルギー充足群（

）である。以後の検討は、この つの群

表 ．欠食群と非欠食群の生活規則意識と生活状況

項目 カテゴリー
欠食群 非欠食群

体重変化

増加

変動なし

減少

起床・就寝時刻

決まっている

決まっていない

就寝時刻

起床時刻

アルバイト
している

していない

睡眠状況
不充分

充分

各カテゴリーの合計が総数とならないのは、不明
を記載していないためである。



において行った。欠食がなく、摂取エネルギーが

充足されていると考えられる 群を対照として

群、 群、 群と比較検討を行った。

各群の身長、体重、 を表 に示したが、

各群ともに統計学的な有意差はみられなかった。

）各群におけるエネルギー、タンパク質、脂質、

炭水化物の摂取量

各群におけるエネルギー、タンパク質、脂質、

炭水化物の摂取量を表 に示した。

日のタンパク質摂取量は、 群 、

群 、 群 、 群

であり、 、 群は 群に比べ有意に低

かった（ともに ）。

日の脂質摂取量は、 群 、 群

、 群 、 群

であった。 、 群は 群に比べ有意に低

かった（ともに ）。

日の炭水化物摂取量は、 群 、

群 、 群 、 群

であり、 、 群は 群に比べ有

意に低かった（ともに ）。

）タンパク質、脂質、炭水化物摂取量の摂取エ

ネルギー量に対する比率

日のタンパク質、脂質、炭水化物摂取量の摂

取エネルギー量に対する比率を表 に示した。タ

ンパク質、脂質、炭水化物摂取量の摂取エネルギー

量に対する比率は各群間で統計的な有意差はみら

れなかった。

）各群におけるカルシウム、鉄、ビタミン 、

ビタミン 、ビタミン 、ビタミン 、ビタ

ミン 、食物繊維の摂取量

各群におけるカルシウム、鉄、ビタミン類、食

物繊維の摂取量を表 に示した。

日のカルシウム摂取量は、 群

、 群 、 群

、 群 で、 、 群は

群に比べ有意に低かった（ともに ）。

日の鉄摂取量は、 群 、 群

、 群 、 群 で、

、 群は 群に比べ有意に低かった（ともに

）。

日のビタミン 摂取量は、 群 、

群 、 群 、 群

であり、 、 、 群ともに 群に比べ有意に低

かった（それぞれ 、 、

）。

日のビタミン 摂取量は、 群

、 群 、 群 、

群 であり、 、 群は 群に比べ

有意に低かった（ともに ）。

日のビタミン 摂取量は、 群

、 群 、 群 、

群 であり、 、 群は 群に比べ

有意に低かった（ともに ）。
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較



日のビタミン 摂取量は、 群

、 群 、 群 、

群 であり、 、 群は 群に比べ

有意に低かった（それぞれ 、 ）。

日のビタミン 摂取量は、 群

、 群 、 群 、

群 であり、 、 群は 群に比べ

有意に低かった（ともに ）。

日の食物繊維摂取量は、 群 、

群 、 群 、 群

であり、 、 群は 群に比べ有意に低かった（と

もに ）。

表 ．各群における身体状況

群（ ） 群（ ） 群（ ） 群（ ）

身長（ ）

体重（ ）

（ ）

群 欠食ありエネルギー不足群 群 欠食ありエネルギー充足群

群 欠食なしエネルギー不足群 群 欠食なしエネルギー充足群

表 ．各群におけるエネルギー、タンパク質、脂質、炭水化物の摂取量

群（ ） 群（ ） 群（ ） 群（ ）

エネルギー（ ）

タンパク質（ ）

脂質（ ）

炭水化物（ ）

表 ． 日のタンパク質、脂質、炭水化物摂取量の摂取エネルギー量に対する比率

群（ ） 群（ ） 群（ ） 群（ ）

タンパク質 エネルギー（％）

脂質 エネルギー（％）

炭水化物 エネルギー（％）

表 ．各群におけるカルシウム、鉄、ビタミン類、食物繊維の摂取量

群（ ） 群（ ） 群（ ） 群（ ）

カルシウム（ ）

鉄（ ）

ビタミン （ ）

ビタミン （ ）

ビタミン （ ）

ビタミン （ ）

ビタミン （ ）

食物繊維（ ）



．考察

本学生活科学学科の女子学生を対象にアンケー

ト調査を行い、欠食の頻度、それに関連する生活

因子、食事の摂取状況を明らかにし、これらの関

連について検討した。

今回の検討において週 回以上欠食する

欠食群 は 人中 人（ ％）であった。欠食

者 人のうち、 人（全体の ％）が朝食を欠

食していた。従来の報告は朝食欠食率を用いて検

討されており、今回の検討における朝食欠食者の

割合は、平成 年国民・健康栄養調査 ）における

代女性朝食欠食率の ％や従来の報告

％ ） ）と一致した。

従来、欠食は夕食の規則性や夕食時間 ）、食

事時間が不規則となるアルバイト ）との関連が

報告されているが、今回の調査で欠食群と非欠食

群の生活因子による明らかな違いは見られなかっ

た。このことは、今回の対象となった女子学生の

欠食をはじめ、起床・就寝時間、アルバイトの有

無など生活習慣の多様な実態を示していることが

考えられる。

欠食群と非欠食群において摂取エネルギー量は

幅広く分布していたため、欠食ありのエネルギー

不足群（ 群）、欠食ありのエネルギー充足群（

群）、欠食なしのエネルギー不足群（ 群）、欠食

なしのエネルギー充足群の 群に分けて検討し、

欠食なしのエネルギー充足群（ 群）を対照とし

て他群との比較検討を行った。

群は欠食があり、摂取エネルギーが不足して

いる群（ ）で、すべての栄養

素摂取量が 群に比べ、少なかった。 群のカル

シウム摂取量は 年版日本人の食事摂取基

準 ）における 歳女性の推定平均必要量

のおよそ 割であり、鉄摂取量は 歳

月経ありの女性推定平均必要量 のおよそ 割

であった。野瀬ら ）は朝食の欠食とカルシウム、

鉄の摂取不足との関連を指摘しているが、今回の

検討においても朝食の欠食とカルシウム、鉄の摂

取不足との関連がみられた。カルシウム摂取不足

は骨粗鬆症、鉄摂取不足は鉄欠乏性貧血の最大の

リスクであり ）、今後、妊娠・出産などにより

カルシウム、鉄の需要が高まる女子学生において

欠食を含め、カルシウム、鉄の摂取など食習慣、

食事内容の改善の必要性が考えられた。

群は欠食があるにもかかわらず、摂取エネル

ギーは充足している群（ ）であ

る。摂取エネルギーは充足しているが、ビタミン

類、カルシウム、鉄、食物繊維は食事摂取基準の

基準量を充足していなかった。 食を欠食すると

考え、単純に計算すると 食の摂取エネルギーは

約 と推定され、欠食による長時間の空腹

後に、高カロリーの食事を摂取していることが考

えられる。長時間の空腹は糖新生を起こし、血糖

上昇作用のあるグルカゴン、ノルアドレナリン、

糖質コルチコイドなどのホルモン分泌が亢進する

ことが知られている ）。本群においては、最近、

虚血性心疾患などの生活習慣病のリスク ）とし

て注目されている食後高血糖を起こしやすい状況

であることが推測され、この点からの食習慣の改

善の必要性が考えられた。

以上、今回の検討より、欠食群においても摂取

エネルギーが不足している群、充足している群で

異なる食習慣、食事内容の問題点が明らかとなっ

た。

群は欠食がなく、摂取エネルギーが不足して

いる群（ ）で 度の食事を摂っ

ているにもかかわらず摂取エネルギー量は充足さ

れていないため、 食の食事量が少ないことが推

測された。本群も 群と同様、すべての栄養素摂

取量が低かった。平成 年国民健康・栄養調査に

よると、 歳代女性のやせ願望が ％で、経年

的に増加していることが報告されているが、本群

の今回の結果においても、若年女性のやせ願望が

潜在的に関連していることが考えられた。欠食の

ない本群においてもカルシウム、鉄の摂取不足が

著明で脂質 エネルギー比が正常下限であること

などにより、カルシウム、鉄などを多く含む乳製

品や野菜などの摂取不足が推測された。

今回の検討により、欠食群においては摂取エネ

ルギー不足群だけでなく、充足群が存在している

女子学生における欠食とその関連因子、栄養摂取量の関連について 栄養学



ことや非欠食群 人中、 人（ ％）に摂取エネ

ルギー不足がみられた。今後、女子学生の欠食な

ど食習慣、食事内容の検討においてはこれらの多

様性を考慮し、家庭での食環境など社会的因子や

やせ願望など心理的因子などを含めた検討が必要

であると考えられる。
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